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脱炭素社会への移行や高齢化
による人手不足の深刻化など
により、日本では住宅建設分
野の大きな再構築が求められ
ている。住宅技術・機器開発
企業であるエプコは、これら
の課題に正面から取り組んで
いる。

エプコは、長年の経験に基
づいて高効率の給排水・電気
設備を設計・製造するだけで
なく、太陽光発電技術やリチ
ウム蓄電池など、次世代住宅
に必要な省エネ設備の設計も
サポートしている。これらの
技術は、今後の住宅の二酸化
炭素排出量削減に欠かせない
ものである。
エプコの強みは、「標準化

（設計・施工・推計）」「プ
レハブ部材の開発」「CAD/
BIMシステムの開発」「設計

（各プロジェクトの配管・配
線・太陽電池設備の設計）」
「各プロジェクトで使用され
るプレハブ部材や施工設計資

料の管理サービス」の5段階
からなるバリューチェーンシ
ステムにある。

「このバリューチェーンモ
デルは、エプコだけでなく、
日本の建設会社全体の強みで
す」と同社社長の岩崎辰之氏
は語る。
第3段階に関連して、エプコ

は2DのCAD（コンピュータ支
援設計）データを3DのBIM（
ビルディング・インフォメー
ション・モデリング）データ
に自動的に変換する「CAD-
2BIMシステム」を開発した。
岩崎氏は、このシステムが日

本の住宅建設業界の人手不足
の問題を解消することができ
ると確信している。
「当社独自のシステムで

は、BIMデータをより速く、安
く、大量に提供し、建設前に
必要なものを建設現場で可視
化することができます。これ
により、プレハブレベルでで
きることの幅が広がります。
高齢化が進み、労働力が不足
している中で、そのギャップ

を埋め、日本の建設業界が成
長し続けるための有効なモデ
ルを提供することができるの
です。」

次世代住宅のための革新的なソリューション 

「このバリューチェー
ンモデルは、エプコだ
けでなく、日本の建設
会社全体の強みでもあ
ります。」
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エプコは、このプロセス全体のバ
リューチェーンの強化に貢献して
いる。

CADデータからBIMを自動作成でき
るエプコのオリジナルシステム。

配管のプレハブモデル。


